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＊学校だよりはホームページに掲載しています。こちらの QR コードからどうぞ 

１月７日（水）、冬休み明け最初の登校日を迎え、子どもたちは年末年始を元気に過ごした様子で、明る
い笑顔とともに登校してきました。この日は新年の恒例行事である書き初め大会を実施しました。冬休み
中に練習を重ねてきた成果を発揮しようと、どの児童も真剣な表情で筆を運び、一文字一文字を丁寧に書
き上げていました。教室には、静かな緊張感と墨の香りが広がり、新しい年の始まりにふさわしい時間と
なりました。書き初めは、古くは平安時代から続く日本の伝統行事で、「一年の抱負を文字に込める」「書
の上達を願う」といった意味があるとされています。子どもたちが心を込めて書いた文字には、それぞれ
の新しい一年への思いが感じられました。学習発表会では体育館後方に子どもたちの力作が展示してあり
ます。どうぞごゆっくりご覧ください。 

＜市書き初め選抜展に出品された児童の皆さん＞  
１年︓生田 澪さん  ２年︓鈴木 絃葉さん  ３年︓中根 拓海さん   
４年︓松井 理風さん ５年︓生田 涼雅さん  ６年︓柘植 柚歩さん   
まなび︓中根 羽菜さん（市の特選に選ばれました） 

令和７年度学習発表会について 
 これまで、多くの地域講師の皆様にご指導をいただきながら学習を進めてまいりま 
した。学習発表会当日には、子どもたちがその学びの成果を精一杯発表いたします。 

＜ご指導いただいた主な講師の皆様＞   
・成瀬 勝政 様、角池 悦巳 様、深見 勝 様（中切棒の手保存会）〔1・2 年︓棒の手〕 
・綿貫 義治 様〔3 年︓南山登山、校庭や学校周辺の樹木の学習〕 
・小笠原 政巳 様（中金ホタル保存会）加藤 太志 様 他 株式会社鈴鍵の皆様〔4 年︓ﾎﾀﾙ・ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟの学習〕 
・小野田 照枝 様、松井 靖 様ほか石野歌舞伎保存会の皆様〔5・6 年︓歌舞伎〕 
・鈴木 絹代 様 他 3 名の講師の皆様〔5・6 年︓お琴の発表〕 

また、発表会終了後には「感謝の会」を行います。地域コーディネーターより、 
日頃の地域ボランティア活動の様子についてご紹介いただきます。地域の皆様へ 
の感謝を深める貴重な機会となりますので、こちらにもぜひご参加ください。 

当日の詳細につきましては、１月３０日の「きずなネット」にてご確認下さい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

インフルエンザ等感染症に注意!! 
 1 月末より、本校でもインフルエンザに 
罹患する児童が増え、1・2 年生では学級 
閉鎖の措置をとりました。学習発表会も控えております。ご家
庭でも手洗い・うがい・マスクの着用を心がけ、十分な睡眠と
栄養のある食事をお願いいたします。 
 また、インフルエンザに限らず感染症に罹患 
した場合は必ず学校までご連絡ください。 
＜インフルエンザに罹患した場合の対応＞ 
①出席停止期間︓ 

発症した後５日を経過し、かつ解熱した後２日を経過 
②治癒証明書︓提出不要 
③その他︓同居家族がインフルエンザにに罹患した場合、児童
の体調不良がなければ登校してもよい。 
★ご心配なことがある場合は中金小学校 養護教諭 岩崎 まで
ご連絡下さい。（中金小学校 궭궮 ４１－２２１０） 

校庭に巣箱を設置 
 年末に地域ボランティアの綿貫様のご
協力で、校庭に巣箱を数か所設置しまし
た。スズメ、メジロ、シジュウカラ等様々
な野鳥が訪れてくれることを願っての取
組です。ホタル 
が舞うように鳥 
たちのさえずり 
も響くような自 
然豊かな中金小 
学校を目指して 
います。   【ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ周辺に設置した巣箱】 

１2 月・1 月には、子どもたちの学びをさらに深めることを目的として、ゲストティーチャーをお招
きし、専門的な知見を生かした授業を行いました。教職員も日々、授業力向上のために研修を受けた
り授業実践を重ねたりしていますが、より深い学びにつなげるためには、外部の専門家による指導も
大変有意義です。また、時には校外学習に出かけ、実際に本物に触れたり、当事 
者から直接お話を伺ったり、体験したりする機会も設けています。こうした学び 
は、知識や技能の習得だけでなく、子どもたちが主体的に学ぼうとする姿勢を育 
むことにもつながっています。今後も、子どもたちの好奇心や探求心を刺激し、 
学びをより豊かにする活動を大切にしていきたいと考えています。 

【異文化理解】    【ビオトープ学習】    【ﾊﾟﾄｶｰに乗車】     【そろばん】      【消防署見学】 

新しい遊具の購入 
冬の時期も子どもたちが元気に体を動かせるよう、 

保健体育委員会が中心となって外遊びの充実に取り 
組んでいます。委員会の子どもたちは長放課に室内 
で過ごす児童が多い現状を受け、「どうすれば外遊び 
が楽しくなるか」を話し合い、全校集会では外遊びの大切さや新しい遊具の必要性をプレゼンテーションし
ました。話し合いの結果、竹馬と一輪車練習台を新たに購入し、フレンドタイムにはスタンプラリー形式の
全校遊びを実施しました。学年をこえて交流しながら外遊びを楽しむ機会となり、大いに盛り上がりました。   

子どもたち自身が全校の様子を見渡し、現状を把握し、それを改善するための策を自ら考えて実行する姿
勢は大変すばらしく、「自分たちの学校は自分たちでつくる」という意識を育てる大きな一歩となりました。 
 

【助産師による性教育】  

本年もどうぞよろしくお願い 
いたします。（教職員一同より） 


